
 

 
 
 
 
 

新しい取組を、新しい発想で ～そして、新教育センター「ハレラボ」へ～ 
岡山市教育研究研修センター  所長 村尾 剛介         

 

令和８年度は、現センターで業務を行う最終年度となります。令和９年度からは、現在整備中の新しい

教育センター（愛称：ハレラボ）で業務を開始する予定です。センターの所員とは、設備（ハード）が新しく

なるだけでなく、研修や研究など機能（ソフト）も新しく充実したものにすること、そのために、これまでに

ない新しい発想で取り組んでいくことを目指し、日々、アイデアを出し合っています。 

全国学力・学習状況調査の質問紙調査において、「教員が新しい取組を導入したり、提案をしたりする

ことがよくできる学校の割合」は、全国平均と比べ、岡山市はおよそ 10 ポイントほど低い状況にあります。 

先生方を刺激し、新しい取組を促していくためには、まずわたしたちが変わらないといけないと感じてい

ます。「教師の学びの姿はこどもの学びの相似形」と言われます。センターが変わり、教職員が変わり、そ

の姿を見て、こどもが変わっていく、そんな岡山市の学校のイノベーションに参画していくために、令和８

年度は、以下を重点取組とします。 

 

①若手を中心とした教職員のスキルアップ支援体制の強化 
将来の岡山市の教育を担う若手教職員を手厚く支援するために、「初任者をグループごとにサポート

する担当（指導主事等）の配置」、「全校の若手育成・支援体制構築を、訪問とオンラインでサポートする

OJT＋（プラス）の開始」に取り組みます。 

また、学び続ける教職員のニーズに応えるために、「研修体系を『悉皆』と『希望』の２つに再編」、「希望

研修のさらなる充実」に努めます。 

 
②教育課題と向き合う実践的研究の充実 
「第３期岡山市教育大綱」「「第４期岡山市教育振興基本計画」の実現に向けて、今後、探究的な学びを

さらに充実させていくために、「総合的な学習の時間を中心とした、研究指定校事業」、「企業、大学等と

学校をつないで、新たな教育活動を生み出す仕組みづくり」、「A I の利活用（校務利用、教育利用、教材

実証）に関する実証研究」に取り組みます。 

また、多くの先生方に刺激を与えるために、研究成果を全市に広める授業公開や報告会を、協力校と

ともに実施します。 

 
③最新の教育を学ぶために必要な環境整備 
充実した教育環境で、こどもや教職員の学びをサポートするために、「セキュリティや堅牢性などの機

能向上も目指した、第二期 GIGA 端末の更新（令和８年度後半、配備予定）、「新しい教育センター（愛

称：ハレラボ）の整備（令和９年３月供用開始予定）」に取り組んでいきます。 

 

上記、３つの重点取組を中心に、所員一同、「新しい取組を、新しい発想で」一丸となって推進してまい

りますので、どうぞよろしくお願いいたします。また、取組の様子をできるだけタイムリーに、ホームペー

ジで発信してまいります。ぜひ、ご覧ください。 
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